■勝手に押印したら罪になる？

印刷会社で営業を担当しているAさんは、顧客のBさんとの雑談が盛り上がり、納品確認書に押印してもらうことを忘れてしまいました。

その日は非常に忙しく、Bさんの会社に再訪問する時間が無かったAさんは、近くにあった文房具屋でBさんと同じ名前の三文判を購入し、自分で納品確認書に押印しました。

後日、印影の違いから、その事実が発覚しました。Aさんは、上司と共にBさんに謝罪しましたが、強い不信感を抱いたBさんは、今後の業務を他の印刷会社に依頼するようになりました。

■解説

印章や署名を偽造することや、不正に使用する行為は「印章偽造の罪」という犯罪にあたります。相手に無断で押印することは、発覚した際に相手へ不信感を与えるだけではなく、上記のような犯罪になる可能性があります。

書類の取り交わしで押印が必要な場合、その押印は相手の意思を確認するために行うものです。

「勝手に押印する」、「代わりに押印する」などの行為はトラブルの原因となる可能性があるので行わないようにしましょう。（相手から「押しておいて」と言われても、それはできない旨を伝えましょう。）
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